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茂木 伸夫（昭和37年経卒） 

2 年、3 年と木崎湖の合宿に参加しました。

特に英語の勉強をした覚えがなくてソフト

ボールの対抗試合、松本君の指導による合

唱が楽しかった思い出です。また上級生に

よるフリートーキングも強い思い出です。2

年生の時ですが経済学部の俊英である甲斐

さん、桑原さんから経済のテーマで、戦後日

本経済の目覚ましい復興、そして日本経済

が高度成長の入り口に立っているという解

説があり、経済専攻の後輩としては目が開

かれたものです。 

個人としては 2年の時は合宿のあと富山に

出て北陸、東海の周回旅行、3年の時は北

海道、東北を回り合宿に参加しました。合

宿を旅行に活用したお蔭で鉄道旅行が終生

の趣味になりました。 

西村（相沢）斐佐代（昭和 37 年英卒） 

２年生だったかはっきりしませんが、合宿

の帰り、長野県大町？で大雨に会い、交通機

関も不通になり宿屋も一杯で、男女同室で

宿泊したように記憶しています。持ち金も

充分なく、ATMの時代でもなく、郵便局に親

から送ってもらったような気がします。 

それでも帰りに高垣先輩の案内で名古屋見

物をして帰って来ました。 

岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

1961年（昭 36年）夏の合宿は静岡県浜名

湖の『県立青年の家』でした。その年の 5

月に竣工したばかりの施設で小さなロッジ

が沢山あり、ロビー、食堂、広い集会室を

備え、スポーツができる広場もあれば、フ

ォークダンスの音楽までそろっている合宿

に最適な施設でした。下見にいってすぐ予

約をしました。ところが、合宿一週間前に

襲った台風が大きな被害をもたらし、ロッ

ジが使用不能となり、県からはキャンセル

して頂きたいと連絡がありました。夏休み

に入り今さら変更はできないので、何とか

頼み込んで、やむなくロッジは使用可能な

数個に限定して、女子部員だけを収容し

て、男子は集会室に雑魚寝という条件で受

け入れて頂きました。夜になって寝静まる

と台風でできた水溜りから発生した蚊の大

（昭和 35年木崎湖合宿） 

（昭和 36年浜名湖合宿） 

合宿の想い出 
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群が襲ってきて寝られたものではありませ

ん。小平さん（Ｓ39卒）が壁に止まった蚊

を新聞紙で叩いては殺し、壁が真っ赤にな

るくらい退治したのですが、そんなことで

は収まるものではありませんでした。阿修

羅のごとく蚊と戦った小平さんの姿が忘れ

られません。 

小池 栄樹（昭和 39 年経卒） 

合宿は楽しみでした。 野尻湖や志賀高

原、伊豆などにいったことを思い出しま

す。 

古谷（中村）芙佐子（昭和 39 年英卒） 

１９６２年夏志賀高原。阪本さんのレッス

ンを受けました。高原の夏を楽しみまし

た。共に過ごした高畑（大野）文子さんが

亡くなられ、残念です。 

 

塚越（青山）宏子（昭和 39年英卒） 

志賀高原でキャンプファイヤーを囲んで合

唱したこと等が想い出です。 

 

興津 修司（昭和 39 年経卒） 

数十年前の合宿。浜名湖を鷲津にむかって

泳ごうという、勝手な行為なのか動機は不

明、参加者も金澤くんしか覚えていない。多

分 3,4 人で、じゃなかったかなあ。ぼくの他

は逞しい身体だったような気がする。そこ

にヒョロのぼくがなぜ？とにかく浜名湖を

泳ぎだした。海での水泳には親しんではい

たが、遠泳をしたことはない。抜き手、平、

横で体を浮かせて進んで、どれほど泳いだ

か、自分の動きが遅くなる。金澤くんらとの

間が開いていたのかもしれない。やがて遅

い帰りを懸念してのボートがやって来て、

ぼくは舟に引き上げられた。泳いでいて、も

うダメだなんて思わなかったが、いざ舟に

上ろうとしても腕に力が入らなかった。泳

いだ距離も時間もわからない。引き揚げて

くれた人の言うことには「そのままでは溺

れるところだったぞ」 

 いまだに溺れる（た）との切実感はない。

しかし、エコーの皆さんには心配をかける

やら、（雷鳴もあっ

た？とか）自らには

面目ないやら、その

夜の宴でのちょっと

した会話や歌声に、

泣けて顔も上げられ

なかった。 

 

金沢 紘征（昭和 39 年経卒） 

（１）２年生の夏の合宿の事です。 

ソフトボールの試合が終わった後、午後４

（昭和 37年志賀高原合宿） 

（昭和 37年志賀高原、阪本さんの講話） 

（昭和 37年志賀高原合宿、女子学生集合） 
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時ごろから浜名湖で泳ぐことになりました。 

同学年の九州男児の黒木さん、静岡出身の

興津さん、救助員の資格をとりプールでの 

監視員のアルバイトをしていた私金澤とそ

れぞれに、泳ぐことに少し自信を持ってい

る３人でした。 

そこに湘南ボーイの大塚さん（２年先輩で

卒業後パレスホテルに勤務されました）が 

「僕が手漕ぎのボートで一緒について行っ

てあげよう」と言って頂き安心して＜舘山

寺＞を目指すことにして出発しました。 

泳げども泳げども目的地に着きません。警

察のボートが捜索に来て救助されて、分か

ったことは外海とつながっている浜名湖は、

夕方から潮の流れが渦を巻くので大変危険

で午後４時以降は遊泳禁止になっていると

いうことでした。 

警察官の厳しいお説教もあり、泳いだ３人

はシュンとなりましたが大塚先輩が「私が 

上級生で責任は私にあります」と言って警

察官と話をつけてくれたのです。 

素敵で頼りになる先輩だなと尊敬し、その

後もたびたびパレスホテルに大塚さんを 

お尋ねしましたが、そのたびにご馳走にな

ってしまいました。 

（２）確か私が３年生の夏の合宿だったと

記憶していますが、各班別にスタンツをし

ました際に優勝したことを思い出します。 

私の居た班には１年下の河原君や宮沢君が

居て、「金澤さんが筋書きを考えてくれれば、

我々が一生懸命演技をしますので・・・」と

いう話になりました。 

頭にシーツを巻いて＜アラビアのローレン

ス＞風の話を展開することにしたところ、

皆がノリノリで、怪しげな媚薬を売り歩く

砂漠のセールスマン役の名演技のお陰で優

勝したわけでした。楽しかった宮沢君も若

くして他界されてしまい本当に残念に思い

ます。 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

１年の時、木崎湖へ行った。その折に母か

ら速達を貰った。合宿のあと、転勤族だっ

たので、戦中戦後に行った事がなかった岐

阜や京都の親戚を初めて訪ねる予定だった

ので、その際の細々とした注意であった。 

２年後母が死んで、それが最後の手紙とな

った。 

櫻井 正二（昭和 39 年経卒） 

５０年前の事であり、皆さんも中々思い出

せないようですが、そんな中で覚えている

のは大学へ入り、先輩たちがとても大人に

見えたこと、最初の木崎湖の合宿での部員

同士の親しみのある付合い、エコーの皆が

好きだった北上夜曲をはじめカチューシャ、

ともしびなど合唱したのは懐かしく思い出

されます。 

木崎湖の帰りに有志で美ヶ原へ行きました

が、1部屋に男女雑魚寝し、相沢さんが後輩

の女性を守るため寝ずの番をしていたとい

う話をあとから聞きました。 

小貫（中村）淑子（昭和 40年英卒） 

合宿で伊豆の湯が島温泉に行きました。先

輩で目を開けて寝る人がいるということで

見に行った想い出があります。 

斉藤 亨（昭和 40年経卒） 

宮さん（宮澤浩さん）が早逝されたこと、

残念でなりません。合宿の費用捻出のた

め、夏休みに二人ガソリンスタンドでアル

バイトをしたことがありました。炎天下の

仕事は予想以上にきついもので、夕方には

いつもふらふら状態でした。宮さんの博識

ぶりにはいつも感心させられていました。 

紺野（笹倉）浩子（昭和 41年英卒） 

1年生の合宿は志賀高原、夜空の星がきれい



61 

 

だったこと。2年生か 3年生のとき青木湖で

白馬の途中まで登った思い出があります。 

市川 均（昭和 41年経卒） 

昭和 39年（1964年）合宿 

＜４月２日から４日 春の合宿＞ 

４月１日に第１８巻第１号発行後、２～４

日春期合宿を伊豆湯ヶ野の国民宿舎「ゆが

の」にて実施。３日は石廊崎までハイキン

グ。新たにこれからエコーの仕事をしてい

くメンバーの親睦を目的とした。 

＜８月１９日から２４日 夏季合宿＞ 

長野県青木湖畔で場所は良いところでした

が、食と住が良くなかった。その割に痩せ

もせず、全員無事に帰る。 

２０日 改憲問題について。バレーボール 

２１日 八方尾根までハイキング。壁新聞

づくり。 

２２日 大学生活についての対論。ボート

レース。雨中のキャンプファイヤー。 

２３日 リップマンの論文討論。スタン

ツ。今年は、昨年のスタンツ論争の影響も

あってか、あまり落ちなくなりました。 

青野 圭成（昭和 42 年営卒） 

1965年（昭 40）夏の合宿は山梨県山中湖

でしたが、雨にたたられて、部屋の中ばか

りに居ました。そんな中で、鹿野菊三郎君

の「エメラルドの月」、おそらく誰も知ら

なかったこのきれいなメロディーのおかげ

で、単調な雨の合宿はかなり救われまし

た。畠山君の「長崎の女」、二梃木君の

「アンディシリーズ」、石塚君の「もう飛

ぶまいぞこの蝶々」とならぶエコー歌謡史

に残るヒットでした。 

榎本 憲二（昭和 42 年営卒） 

１年の時の青木湖、３年時の山中湖の夏の

合宿が思い出されます。卒業した年に中古

車を購入して田中さんと裏磐梯の檜原湖に

陣中見舞いに行きました。夜のキャンプフ

ァイヤーやハイキング、ソフトボールの想

い出ばかりで編集会議や研修らしいことは

覚えていません。 

 

 

（昭和 39年春、西岬） 

（昭和 39年夏青木湖合宿） 

（昭和 39年夏合宿八方尾根ハイキング） 
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猪鼻 重寿（昭和 43 年営卒） 

山中湖の合宿で、 

① 夜のお化け大会をやりましたが、Ｍ君

は大変驚いて真青な顔で帰ってきまし

た。しばらく震えていました。 

② 女風呂覗きツアーをこころみました。

バッチリでした。（時効につき白状） 

③ サイクリングで転んで怪我をしてしま

いました。先輩に医者に連れていって

もらい、迷惑をかけました。 

松江（桐田）美知留（昭和 43 年英卒） 

一年生の時は青木湖でした。トイレが一つ

しかなくて、赤と青のスリッパで区別して

使いました。夜のイベントで変な寸劇をや

らされて辛かったです。 

池田 成弥（昭和 43 年英卒） 

青木湖の合宿の前に自転車で伊豆半島一周

をして全身日焼けで水膨れになりました。

薬を塗ったら真っ白になり、そんな姿で合

宿に参加しました。 

濱本（新田）和子（昭和 43年英卒） 

3年夏の合宿は志賀高原でした。草原で寝

転がって青空を眺めてとても気持ちよかっ

たことを覚えています。4年の夏は土肥の

海辺で皆んなでキャンプファイヤーをしま

したが、ああ、これが最後の合宿かと少々

感傷的になりました。 

奥田（野村）和代（昭和 43年英卒） 

１年生の初めての合宿（青木湖）に卒業さ

れた先輩が何人も参加下さって、皆さんク 

ラブへの思いが強く、先輩達がキラキラ輝

いて見えました。 

宮川 愃靖（昭和 45 年経卒） 

3年の夏の合宿は裏磐梯でした。ハイキン

グ中に岩から転げ落ちて、頭に包帯をしな

がらも最後まで参加した若さが懐かしく思

い出されます。 

石川 晃（昭和 45年法卒） 

楽しい思い出の一つには、合宿が記憶に残

っています。志賀高原、西伊豆、裏磐梯な

ど楽しい合宿が出来、青春時代の楽しい一

時を味わえました。特にキャンプファイヤ

ーを囲んでの仲間との合唱など、宴会時の（昭和 42年夏 土肥合宿）  

（昭和 42年夏 土肥合宿） 

（昭和 43年裏磐梯合宿） 
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寸劇、肝試しなど仲間との融合を考えたイ

ベントが思い出に残っております。志賀高

原合宿の帰りに岸塚先輩たちと穂高縦走を

経験できたことが私の人生に大きな影響を

与えて貰いました。 

内田 ひろ子（昭和 46年英卒） 

1年の時は西伊豆土肥の青い海に泳ぐ「海

金魚」、2年は会津磐梯山の五色沼で熊の肝

を食べてしまった部員が食あたりを起こし

てしまったこと、3年は山梨の清泉寮でし

たが、マネージャーだったにもかかわらず

合宿の日程を間違えて一日遅れで到着して

面目なかったことを思い出します。 

諏訪（今井）美草（昭和 46年英卒） 

寸劇あり、キャンプファイァあり、どの合

宿も楽しかったですが、西伊豆の合宿でソ 

フトボールをしたこと、イカダまで泳いだ 

こと。五色沼の合宿での一泊目、女子は私

とＵさんだけでしたので、親切心から先輩

男子のＭさんが同じ部屋で寝てくれたので

すが、途中で 3年生に引きずりだされまし

た。 

下林 正博（昭和 46 年教卒） 

合宿の想い出は強制された寸劇と現場での

壁新聞がすべてです。寸劇はある一人の先

輩の悪乗りの印象が強いですが、人生 60

年以上を生きてきた今では、あの時以上の

エスプリの効いた面白い劇を演じられる自

信があります。壁新聞づくりは後の方では

少しマンネリになっていました。 

立石（梅原）明子（昭和 46年英卒） 

清泉寮での合宿で平屋とはいえ、屋根から

飛び降りたことが思い出されます。無謀な

若者集団でした。 

（昭和 44年 3月、学生部への合宿届） 

（昭和 44年清里清泉寮合宿） 

（昭和 45年春西伊豆合宿） 

（昭和 45年中軽井沢合宿） 
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芳泉 恒夫（昭 46年経卒） 

１年の合宿、同期でやった寸劇、壁新聞が

想い出です。場所は磐梯山、五色沼が印象

に残っています。 

秋葉 善功（昭和 46 年経卒） 

会津方面の合宿でどなたか怪我をして車で

市街地まで搬送しました。（宮川さん？） 

島崎 敏彦（昭和 52 年法卒） 

1年の時だけ合宿に参加しました。場所は

覚えていませんが、夜の宴会ではグループ

ごとにスタンツをやりました。バカをやり

ましたが、楽しい思い出です。 

宮内 浩司（昭和 54 年法卒） 

1年の時は夏合宿で信州にいきました。ソ

フトボールが楽しかった思い出がありま

す。 

斎藤 邦明（昭和 55 年法卒） 

我々の年代は部員も少なく活動は低調でし

た。ですから合宿もありませんでした。 

高田 晃宏（昭和 57 年営卒） 

私の 2年次(1979年)から合宿を再開しまし

た。全て部員間の親睦を目的としていま

す。夏は志賀高原でした。3年の夏は車山

高原で春休み(3月)は、スキー合宿で猪苗

代に行きました。スキーではコースを外れ

てしまい、1年の女子と二人で迷ってしま

いました。女子部員は初めてのスキーで急

な斜面を降りることができず、泣き出して

しまいました。手を貸しながら斜滑降で、

何回か転びながらなんとか降りることがで

きました。人の姿を見ると安心できたの

か、ようやく眼下に広がる猪苗代湖の美し

さに気付きました。他の後輩女子にもこっ

ぴどく怒られました。やはり無茶をしては

いけません。 

新聞作成について真面目に議論したことは

なく、ハイキング、部員間の交流が目的で

した。都会では見ることのできない自然を

仲間と満喫できました。 

井崎 宏（昭和 59年法卒） 

合宿は、長野県白樺湖、木島平、富士河口

湖に夏にいった記憶があります。河口湖に

行く際に台風が直撃し、確か大月あたりで

電車の中で酒を飲みながら一夜を過ごした

こともありました。 

 

年 時期 場所 

昭 54年 夏 長野・志賀高原 

昭 55年 夏 長野・白樺湖 

昭 56年 春スキー 福島・猪苗代 

昭 56年 夏 長野・木島平 

昭 57年 夏 富士河口湖 

 

鈴木正宗（昭 62年経卒） 

毎年春、夏に合宿がありました。河口湖や

北軽井沢等にいきました。 

今村 純（平成元年日文卒） 

合宿は年 2回ありました。主に河口湖方面

でしたが、一度伊豆の熱川でやった時に

我々の合宿の数日前に死者が何人も出た大

きな旅館火災がありました。火事の直後だ

（昭和 55年白樺湖合宿） 
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ったので、まだ街全体が焦げ臭くて、他の

お客さんはほぼみんなキャンセルしていた

ので、食事の待遇がめちゃくちゃ良かった

のを覚えています。合宿ではちゃんと編集

会議をやって、次号の紙面づくりに向け

て、企画の検討などやっていました。飲ん

で暴れたということもなく、比較的大人し

い集団でした。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

合宿は軽井沢とか高原によく行きました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

夏、春と年 2回ありました。場所は式根

島、箱根、野尻湖などです。編集会議もし

ましたが、連帯感を高めるようなレクリエ

ーションが主でした。テニス、スキー、サ

イクリング、つりなど、夜は花火や肝だめ

しなどもしました。 

合宿では、次回の新聞発行に向けて主に編

集会議をしました。また交流としてテニス

やバレーボールも楽しみました。合宿とは

関係ありませんが、スキーをしに行ったこ

ともあります。新聞作成には手を抜かない

けど、その他はスポーツなり、ビリヤー

ド、サイクリング、何でも一緒に遊ぶ、活

発なグループだった印象があります。神津

島では、海に入りました。先輩を砂に埋め

て笑っているような写真ありました。お送

りした写真でも、だいぶ焼けてますね…。 

 

（平成 3 年神津島合宿） 

（平成 3 年神津島合宿） 


